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※2021年3月1日 一部修正
（Ｐ２，Ｐ４，Ｐ５）



１．経緯 1

2021/2/13 地震発生

2/14 福島第一原子力発電所の中低濃度タンク（1,074基）について、

パトロールを実施。

・全エリアタンクで漏えいが無い事を確認（公表）

・多核種除去設備(ALPS)のサンプルタンクや処理水タンクの滑動※

（ずれ）を確認。
※：タンクは損傷防止の観点から、一定以上の力が加わった際に動くことで、

タンクに掛かる力を逃がすために、基礎に固定せず平置きとする設計。

2/15 全タンクの滑動調査開始

2/18 定例会見でタンクの滑動（ずれ）について発表

（発表内容）

○ALPSサンプルタンク３基において最大5cmの滑動（ずれ）を確認。

○他エリアのタンクでも滑動が確認され、詳細確認中。

2/24 タンク滑動および連結管変位量（保護材除去前）調査完了

（本日（2/25）公表）



２．タンクエリア全体のタンク滑動、連結管変位状況

エリア
基数
（基）

タンク滑動

超過箇所

参考

メーカー推奨変位量(mm)

有無 基数(基)
最大滑動量
(mm)

偏心 伸び 縮み

Ｂ 37 有 6 50 0
100 100 100

100 40 60

Ｄ 41 有 13 190 8 150 50 50

Ｈ１ 63 有 7 30 0 200 200 200

Ｈ４Ｓ 51 有 1 40 0 150 50 50

Ｈ４Ｎ 35 有 13 90 0 200 200 200

Ｊ４ 35 有 3 30 0 曲げ半径2000ｍｍ以上

Ｊ５ 35 有 7 30 0 曲げ半径2000ｍｍ以上

サンプルタンク 10 有 3 50 － － － －

その他 767 無 0 － － － － －

合計 1074 53
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（概要）

全タンクを調査した結果、53基のタンクで滑動が確認され、最大19cmの滑動量を確認。

特にDエリアにおいて大きな滑動を確認した。当該エリアはRO淡水、ストロンチウム処理水および濃縮廃
液を貯留するタンクであるが、連結管を開運用しているRO淡水、ストロンチウム処理水タンクの滑動が顕
著であった。

Dエリアにて、保護材除去前の点検でメーカ推奨変位量を超過する連結管を8箇所確認。

（連結管偏心：２本、伸び：4本、縮み：3本を確認（1本は偏心、伸びを同一の管に確認））
その他６エリアにおいても、メーカ推奨変位量以下のタンク滑動を確認。

現在、Dエリアにおいて、連結管の保護材（板金・保温）を外した詳細点検を実施中であり、変位量やメー
カ推奨変位量超過箇所の数については今後増減する可能性有り。

※青字箇所追記・訂正



３．タンクエリア全体のタンク滑動、連結管変位状況マップ 3












